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新開発「耐震性鉛直遮水壁」の実験工事を実施

○記事

・実験工事を実施

2015 年 10 月、成幸利根（株）は柱列式連続壁施工機（ＳＭＷ機）を使用して、新規開発中である、ベン

トナイトスラリーを用いた耐震性鉛直遮水壁工法の実験工事を実施した。

・開発目的

近年、工場や処分場における汚染土壌・地下水の封じ込めを目的とした遮水壁の需要が増えてきている。

今まではセメント系固化材を使用した一般的なソイルセメント遮水壁で対応してきたが、地震時にクラッ

クが発生する可能性が危惧されている。そのため、地震時の変形追随性能（耐震性）を有する、粘土鉱物を

材料とした粘土系遮水壁の開発を目指すこととなった。また、開発に当たっては、汎用性があり、且つ厳し

い施工環境にも対応できるよう、ＳＭＷ機で施工可能な工法を実用化することを目的とした。

・工法の特徴

本工法は、低粘性で高濃度スラリー化が可能な高純度のカルシウム型ベントナイトを、ＳＭＷ機にて地盤

に注入・撹拌・混合し、同時に地盤中でイオン交換剤を添加、混合してベントナイトを活性化（イオン変換）

することにより膨潤度を増加し、遮水性と耐震性を有する遮水壁を構築する技術である。（特許出願中）

・実験結果と課題

実験工事ではφ550 三軸ＳＭＷ機を用いて深さ 16m の遮水壁を構築し、ラップ施工（連続性）が可能であ

る事を確認した。品質目標の透水係数 10-10m/sec は部分的に達成できたが、品質のバラツキもあり、品質の

均一性が今後の課題。

・今後の展望

一般的な原位置撹拌工法の設備・機械で施工できるため、空頭制限や狭隘な施工場所などの特殊な施工環

境でも粘土系遮水壁を構築できる特長がある。

機械装置の改良や材料の研究を行っており、実験工事を重ねて実用化を図る。

○写真






